




















































































































































































































































第2章

参考文献
1) W. Burgess and Ph･ Lebrun, "Compared Performance of Kapton and

Mylar-based SuperlnSulationp, loth lCEC･ Helsimkl･ Flnland･ 31 July - 3 August

1984 (CERN LEP-MA/84-8)

記号一覧(第2章の3)

a MLlの積層試験により決まる式(2-2-1)の係数

b MLIの積層試験により決まる式(2-2-1)の係数

Do Vertical Cylindrical Calorimeter主タンクの外径[m]

Hn MLlの輯射反射膜をn層巻いたときのMLlの厚さ[m]

h｡　　　層間接触熱伝達率[W/m2K]

し｡　　カロリメータに巻いたMLIの最外層(第n層)の周長[m]

N　　　　　層数

N/H MLIの層数Nと全厚さHきまる平均層密度[層/mm]

p　　　　　層間接触圧[pa]

p書　　　　　無次元接触圧パラメータ

p,　　　真空タンク内の圧力[pa]

q MLIの面に垂直方向の熱流束[W/m2]

Tc　　　　低温側境界温度[K]

Th　　　　高温側境界温度[K]

W　　　　稀射反射膜1枚の単位面積当りの重量[Pa]

α　　　　　式(2-3-7)で定義された係数

β　　　　式(2-3-7)で定義された係数

77　　　　　層密度[層/mm]

213-15

















































































































































































































































付録1

記号一覧(付録1)

b　　　　　アルミ蒸着pETフイルムの幅

l　　　　頼射反射膜がメインタンクの周りに巻きつけらる回数

k　　　　　金属の熱伝導率[W/mK]

ke打　　　　栢射反射膜(アルミ蒸着pETフイルム)の面方向の相当熱伝導率[W/mK]

ka　　　　アルミ蒸着膜の熱伝導率[W/mK]

k｡　　　ポリエステルの熱伝導率[W/mK]

Ll　　　　柘射反射膜がメインタンクの周りにi回巻きつけられたときの長さ

L Lorenz数

N MLIの層数

P　　　　　層間接触圧[Pa]

Qs　　　　頼射反射膜の面に沿った熱伝導によりメインタンクが

その軸方向単位長さあたりに受ける熱負荷[W]

q MLIの面に垂直方向の熱流束[W/m2]

qs Qsをメインタンクの軸方向単位長さ当りの表面積で割って得られた熱流束

R　　　　アルミ蒸着膜の電気抵抗[E2]

r｡　　　メインタンクの半径

T　　　　絶対温度[K]

T｡　　　低温側境界温度[K]

Th　　　　高温側境界温度[K]

T.　　　幅射反射膜の温度でメインタンク外表面にi回巻かれた位置での値[K]

T｡　　　メインタンクの温度[K]

ts　　　　栢射反射膜の厚さ[Å]

ta.　　　アルミ蒸着膜の厚さ(i=1,2で表裏を区別する)

tal､ ta2　　PETフイルムの表裏に真空蒸着されたアルミ蒸着膜の厚さ

ta PETフイルムの表裏に真空蒸着されたアルミ蒸着膜の厚さの合計

t｡　　　PETフイルムの厚さ

tw　　　　アルミ蒸着膜の質量膜厚[Å]

Greek /etter

p　　　　蒸着膜の電気抵抗率[nm]

¢　　　　　金属の電気伝導率

付1-12

















付録2

参考文献

1)日本工業規格､ "コンデンサ用金属化紙"､JIS-C2316-1978

記号一覧(付録2)

b　　　　　電極の幅[m]

Ll､L2　　電極間隔[m]

AM PETフイルム表面のアルミ蒸着層を除去する前後のPETフイル

ムの質量差[g]

R.､ R2　　電極間隔がし.､ L2のときのアルミ蒸着膜の電気抵抗値[E3]

Rs　　　　蒸着膜の表面抵抗[El]

S　　　　ポリエステルフィルムの面積[m2]

tr　　　　アルミ蒸着膜の抵抗膜厚[Å]

tw　　　　アルミ蒸着膜の質量膜厚[Å]

Ⅹ　　　　　アルミ蒸着フイルム幅方向位置[mm]

Gz.eek letter

γA　　　バルクアルミの密度[g/m3]

pr　　　バルクアルミの比抵抗[E2Å]



















































付録4

参考文献

1) Cunnington R. G. et al., "Thermal performance of multilayer

insulations", NASAICR 72605 (197114) p5-5,

記号一覧(付録4)

*　　　　　A

a b N P P P 式(付4-15)で定義される定数

式(付4-15)で定義される定数

層数

MLIの圧縮圧(層間接触圧)

無次元層間接触圧パラメータ　P*=P/W

水平円筒まわりのMLIの平均層間接触圧[pa]

式(付4-1)でWの単位を[kgr/m2]とする場合は換算係数9.807

を右辺に乗じる必要があるo

pb Flat Plate CalorimeterにおけるMLIサンプルの底面における

圧縮圧

pb事　　　　MLIサンプルの底面における無次元層間接触圧パラメータ

pt Flat Plate CalorimeterにおけるMLIサンプルの最上面にお

ける圧縮圧

pJ MLlサンプルの最上面における無次元層間接触圧パラメータ

pm MLIサンプルの平均接触圧

AP strain一gage-type load cellで測定した層間接触圧の測定誤差

wb Flat Plate CalorimeterにおいてMLIを圧縮することにより発生

する反力

Wh

W

Greek letter

†ホットプレートの重量

MLl l層の単位面積あたりの重量[Pa]

銅の比重量　8960kgr/m3

付4-14













付録5

参考文献

1) Mark'S standard Handbook f♭r Mechanical Engineers, 8th Ed., p5-24 Table.2

2) Dupont Technical Bulletin, G. 2. 1, p294

記号一覧(付録5)

a　　　　水平円筒の半径[m]

D　　　　水平円筒の直径[m] D=2a

E　　　　薄いフイルムの縦弾性係数[pa]

M.　　水平円筒の軸方向端長さあたりのフイルムに働く

重力による曲げモーメント[Nm/m]

M2　　　水平円筒の軸方向端長さあたりのフイルムに働く

フイルムの弾性による曲げモーメント[Nm/m]

t　　　　フイルムの厚さ[m]

W　　　　単位面積あたりのフイルムの重量[pa]

















付録6

記号一覧(付録6)

Lh　　　　フイルムの垂れ下がり部の長さ

p●m｡an　　閉じたフイルムの平均無次元接触圧パラメータ

p'｡_m…　開いたフイルムの平均無次元接触圧パラメータ

r　　　　円筒の半径[m]

S　　　　フイルムの周方向長さあるいは周長

se　　　　超過周長　　　Se-S-27【r

sJ　超過週長比　S:-芸-1

0-7u2における円筒軸方向単位長さあたりの張力【N/m]

W　　　　単位面積当りのヰ7イルムの重量[Pa]























































































































































付録9

記号一覧(付録9)

a-･gL･G H-N壁がqg JEq glq r｡-晋dL- m TcTh 式(2-2-1)で定義された係数

式(2-2-1)で定義された係数

質量流量計の測定誤差

MLIの厚さ

MLl各層の厚さ

MLIの層数

無次元層間接触圧パラメータの測定誤差

熱流束

蒸発ガスの流量変動による熱流束の変動誤差

熱流束測定誤差

水平円筒の半径

最外層の周長

最外層の周長の測定誤差

カロリメータタンクの伝熱面積の測定誤差

低温側境界温度

高温側境界温度

付9-10


